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Ⅰ 調査の概要

１ 趣旨

新型コロナウイルスと共存しながら暮らしと経済を立て直し、また新しい生活様式に

対応した新たな視点によるまちづくりを進めていくためには、行政だけでなく町民の皆

様と知恵と工夫を出し合うことが大変重要と考え、WITH コロナ社会における新しい

「住民と行政との対話」「双方向のコミュニケーションによるまちづくりへの参画」の

あり方を検討するため、無作為に選んだ５００人の町民を対象に、また回答を希望する

町民を対象にアンケート調査を実施したものです。

２ 調査の実施方法

（１）調査の対象

対象① １８歳以上の町民から５００人を無作為抽出

対象②③ 一般回答

（２）調査の方法

対象① 郵送による配布・回収（インターネットの専用ページからの回答含む）

対象② 窓口で配布・回収

対象③ インターネットの専用ページから回答

（３）回答期間

令和２年６月１６日～令和２年７月２０日

３ 回収状況

区分① 区分② 区分③

対 象
１８歳以上の町民から

５００人を無作為抽出
一般 一般

配 布 郵送による配布 窓口で配布 －

配布数 ５００件 ２件 －

回 答

郵送による回収

（インターネットの専用ペ

ージから回答）

窓口で回収

インターネットの

専用ページから回

答

回収数
１５６件

（うち５人）
２件 ８件

回収率 ３１．２％ １００．０％ －
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（参考）令和元年度 与謝野町の施策に関する住民意識調査

配布数 ２，０００件

回収数 ７１６件

回収率 ３５．８％

（参考）平成２８年度 まちづくりアンケート調査

配布数 ２，０００件

回収数 ６８７件

回収率 ３４．４％

４ その他

記述欄は原文のまま記載しています。
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Ⅱ アンケート調査の結果

１ 回答者の個人属性

【回答数＝166】

■性別

回答者の性別は「男性」が 45.8％（76人）、「女性」が 54.2％（90人）となってい

ます。

なお、調査用紙の配布率は「男性」が 48.5％、「女性」が51.5％です。
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■年齢

回答者の年齢は、「10 歳代」が 1.2％（2人）、「20歳代」が 4.8％（8人）、「30歳

代」が 6.0％（10人）、「40歳代」が 13.3％（22人）、「50歳代」が 16.3％（27人）、

「60 歳代」が 25.9％（43 人）、「70 歳代」が 22.9％（38 人）、「80 歳代以上」が

9.6％（16人）となっています。

アンケート用紙を配布した年齢構成と比較すると、40歳代以上の回答者が多く、逆

に30歳代以下では少なくなっています。

■居住地域

回答者の居住地域は、「加悦地域」が 41.6％（69人）、「岩滝地域」が 18.7％（31

人）、「野田川地域」が39.8％（66人）となっています。
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■家族構成

回答者の家族構成は、「親子同居」が41.6％（69人）と一番多く、次いで「夫婦世

帯」が 36.7％（61人）、「3世代同居」が 13.3％（22人）、「単身世帯」が5.4％（9

人）、「その他」が3.0％（5人）となっています。

また、「親子同居」または「3世代同居」のうち、中学生以下のお子様がおられる家庭

は34.8％（32人）となっています。
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■職業

回答者の職業は、「無職」が30.7％（51人）が一番多く、「勤め人」が 19.3％（32

人）、「アルバイト・パートタイム」が 16.9％（28人）、「自営業」が12.2％（20人）

の順で多くなっています。

男女別でみると、男性では「無職」や「勤め人」が多く、女性では「無職」「勤め人」

についで「アルバイト・パートタイム」が多くなっています。

なお、「無職」の方が多い理由は、アンケート回答者のうち 60歳以上の方が約 60％

となっていることが要因と考えられます。
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■居住年数

回答者の居住年数は、「21年以上」が 82.5％（137人）と一番多く、11年以上居

住されている割合は全体の 9割以上を占めています。
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２ 制作番組「ようこそ町長室（特別編）」について

問１ どの媒体でご覧になられましたか。（あてはまるもの全てに〇印）

【回答数＝179】

■全体

全体では、有線テレビが 80人と一番多く、広報よさのが 46 人、見ていないが 45

人、YouTube が 8人、無回答が7人となっています。

■男女別
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■年代別

【見ていない方の主な理由】

・家にいなかった。(20代 男性)

・知らなかった。(40代 女性、50代 女性、30代 女性、60代 女性)

・大学生（他府県にいるため）。(10代 女性)

・時間がない。(30代 女性、30代 女性、40代 女性)

・あまり興味がないから。(50代 男性)

・忘れていた。(80代以上 男性)

・多忙。(40代 女性、50代 女性)

・見る時間がないのに大変だった。(60代 女性)

・仕事中。(70代 女性)

・見る機会があるのを忘れていた。(60代 女性)

・学生で町外住みのため。(20代 男性)

・日頃から観ていない。(60代 男性)
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問２ 今回放送しました制作番組「ようこそ町長室（特別編）」の中で、あなた

がご視聴された番組は何ですか。（あてはまるもの全てに〇印）

【回答数＝162】

■全体

全体では、放送日初日の「6月 16日（火）」の視聴が 63人と一番多く、「6月 17日

（水）」が 37人、「6月 18日（木）」が 33人、「6月 19日（金）」が 29人となって

います。

6/16（火） 令和2年度当初予算概要説明・新型コロナウイルス感染症関連予算説明

6/17（水） 重点取組事項

①子ども子育て環境の充実およびきめ細かな支援制度の確立

6/18（木） 重点取組事項

②一人ひとりに寄り添い、社会全体で支援する体制を整備する

③未来の子どもたちに引き継ぐ自然環境を守る

6/19（金） 重点取組事項

④観光拠点整備により与謝野ファンを創出する

⑤SDGs の理念に基づいた「第2期ひと・しごと・まち創生総合戦略」

を推進する
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■男女別

■年代別
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問３ 与謝野町有線テレビによる「町の予算や取り組みを説明する」方法、また、

アンケート方式による意見提出について、どのようにお考えですか。

【回答数＝142】

■全体

全体では、「よい」と回答された方が58人と一番多く、次いで「わからない」と回答

された方が 46人、「あまりよくない」と回答された方が 22人、「大変よい」と回答さ

れた方が14人となっています。

■男女別
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■年代別

問３-２ 問３で、３または４に〇をつけた方に伺います。「あまりよくない」、

「よくない」理由はなんですか。

【回答数＝25】

■全体

全体では、「地域に出向き、町民の意見を聞くべきだ」が 9人と一番多く、「聞き取り

づらい・分かりにくい」が 6人、「対面して話を聞き・意見を述べたい」が5人と続い

ています。
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■男女別

■年代別

【その他の内容】

・アンケートに答え回答はどうなのか？不明。(40代 女性)

・自画自賛に陥りやすい。(70代 男性)

・文字で書くのに、思っていることが文にまとまらなく書けない。(60代 女性)

・アンケート方式による意見提出はよいと思う。テレビやYouTube を見てというのは

面倒なので広報よさのという手段もあったのがよかった。(40代 女性)
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問４ 与謝野町有線テレビ番組制作や活用方法等についてご自由にご記入くだ

さい。

・ぜんぜん見ません。興味がありません与謝野町有線テレビ。(70 代 女性)

・選挙番組や、今後の与謝野町を話し合う番組等。(50 代 男性)

・日頃のニュース、出来事を楽しみに見ている人もいるので、引き続き今までどおりの

放送でいいと思います。(50代 男性)

・有線放送は今まで通りで良いと思います。１つしてもよいのではと思うのが、学校の

授業を放送してもらうのも良いかと。(70代 男性)

・祭り特集号は1回でよい。(60 代 男性)

・学校行事の放送はありがたいです。(40 代 女性)

・地区の行事、活動等こまめに放送してほしい。(70 代 男性)

・7：30頃からの有線放送内容の検討をお願いします。ここ何ヶ月間、コロナに関する

内容ですが、同じ内容の繰り返しで、町に寄り添った身近な放送をしてほしいです。

せっかくの放送がもったいなく感じます。(60 代 女性)

・町政をアナウンスする方法としては良いと思う。(50 代 男性)

・ようこそ町長室は、山下アナと町長のインタビュー形式でしたが、台本通りのやり取

りではなく、山下アナが自分で勉強し自分が町民になったつもりで、時に町長に鋭く

切り込むようでないと、真の町長の姿を紹介できないと思う。なれ合いのインタビュ

ーでは心に響かない。(50 代 男性)

・わかっておられる方々は良くやってもらっていると思いますが、無関心な人も多いの

で難しいことです。案外に自分のことで一杯という年寄りは多いと思います。(80 代

以上 女性)

・別になし。(70代 男性)

・テレビで町長様の説明を聴きながらの予算書、机の上で見ているだけと違い、大変よ

くわかり勉強になりました。このように、有線テレビをフルに活用して、あいている

朝の時間を診療所の先生のリハビリ教室や、子供たちの学習番組、趣味の紹介、作り

方等々、一般人も利用できる番組を作られてはいかがでしょうか。(70 代 女性)

・小学生の子供がいるため、入学式、卒業式、年によっては運動会や学習発表会が撮影、

放映されるため、見に行けない祖父母が見られたり、撮影に気を取られることなく、

ありのままの様子を見られるためありがたいです。今回のコロナウイルスでは、町長

からの折々の話がわかりやすくて良かったと思います。ステイホームで体操や子供向

けの番組が放送されていて良かったと思います。自宅にこもりがちの高齢者の方には、

今後も決まった時間の体操番組は必要だと思います。同様に歌番組で楽しめるものも

定期的にあるとよいと思います。いつも町政懇談会へ行っていませんが、今回アンケ

ートもあり、KYTの放送を録画して町の政策をしっかり聞けました。(40 代 女性)
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・あまり見たいテレビ番組がない。(70 代 女性)

・暮らしの便利帳、区からのお知らせ、算所区からのお知らせだったと思いますが、有

線放送を何度も放送され毎日お知らせしないといけない内容（総会の案内）なのか疑

問に思いました。それでは、区からのお知らせ欄の情報提供はいらない欄かと。有線

放送すればいい事ではないでしょうか。(60 代 女性)

・もっと小さな事業や活動をテレビで見せるべきだ。(50代 男性)

・対談方式での説明は理解できるが、あまりにも行政用語が多くでて聞きづらい。もう

少し一般住民にわかりやすく。例えば、「財政ってなに？」「予算はどうやって決めて

るのか」「予算は一年ごと」「令和2年度予算のポイントと工夫」など。

※わかりにくい専門用語はテロップで紹介するなど(60代 男性)

・いろんな企画をどんどんやってみてほしい。おもしろい番組を作って加入者を増やし

てほしい(30 代 女性)

・有線テレビを見るのは「春祭り」と二人の孫の入学式、卒業式、発表会、運動会等く

らいです。(70代 男性)

・導入当初は地域の映像としてかなり見ていたが、現在はほとんど見ていない。費用削

減になるならYouTube発信のみでもよいのではないか。(60代 女性)

・制作番組のない間はダラダラと広報が流れている。まとまった物を録画して良いのだ

が・・・。(60代 男性)

・高齢者の方々がみんなで有線テレビにくぎ付けになる時があって身近なことがよく

解るのでとてもよい番組だと思っています。（介護施設内で見ているとき、町内行事

の祭、学校などの番組他）(60 代 女性)

・身近な問題等を知る有効な活用。(60 代 男性)

・何年かに一回モニターを募っておられるようだが、常時モニターがいるのではないか。

また、番組に対する評価や意見を聞く会を開いたり、老人会や婦人会などの集まりで

聞かれたらどうか。町民の意見や声を反映した番組が大切で、それを保障する番組や

施ドが必要です。(60代 男性)

・手洗い方法の放送で、水道を出しっ放しはいかがなものかと思う。音声不明瞭など気

を付けてほし。※本番組に対する意見として、町長一人の話でよい、対話方式は時間

がかかる。(60代 女性)

・長期でコツコツ、丁寧な番組を希望。たとえは神社、寺、史跡、古墳など、ちりめん

の起源。専門家を交えた番組。過去の番組で再度見たい番組を編集してほしい。(70

代 男性)

・定時放送で町長のコメントがある場合は与謝野町有線テレビを見るが、通常はあまり

見ない（全国ニュースはよく見る方ではあるが・・）。有線テレビを見る習慣づけが

まだできていない。(70 代 男性)

・仕事におわれ、余裕がないので有線テレビもあまり見ていませんでしたが、せっかく
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テレビがあるのだから、こにような番組は毎年していただいたらと思います。(50 代

女性)

・季節感が薄い番組や再放送が多い。ネタがマンネリ化している。時々、京丹後市や京

都市内の情報もあるが、あまり興味がわかない。地域の行事などの様子はよく解って

楽しめることもあるが・・・。受信料は払っているが、あまり見ることが少ない（活

用でてきていない我が家は）。19：30のお知らせを聞いて知るので十分ことが足り

る。(60 代 女性)

・今まで有線テレビを見ることがほとんどありませんでしたが、コロナ関連の町長の情

報提供は、町民として町政を身近に感じるものでした。そして今回の「ようこそ町長

室」では、町の事業計画の報告を受けて、自分も地域の一員として何かできるのでは

ないかと、と心が動きました。有線テレビでは、これからも町の施策について町長に

語っていただきたいです。(60 代 女性)

・これから先の時代を考えると、安く済む制作方法で十分理解を得ていくよう努力をし

てほしい。重要な内容は何度も放映していく方法がよいのでは？(60代 女性)

・よく努力していただいている（工夫も感じられる）。(60 代 男性)

・番組の制作内容については、全体的によいと思うが、視聴者の反応を把握しているの

でしょうか？（何かの方法でやっておられると思いますが）。(70 代 男性)

・有線テレビはあまり見たことがないので、お昼休みとかに今日はこんな番組ですと、

宣伝がしてほしいです。(80代以上 女性)

・再放送の午前 9時からのゆっくりと一人で見ることができて、全く知らなかったこ

とがわかりました。有線テレビも全く見ていなかったので勉強になりました。(70 代

女性)

・特になし。(60代 男性)

・初めの見出しが、ボケたり、アジサイバックで画像、5・6枚見てましたが、早くて

見えにくくてもう少しゆっくりと流していただきたい。見てもらわなくてよいなら画

像を出さないで・・・目が痛みます。アナウンサーさんの姿勢がいまいち！(60代 女

性)

・今迄の型にはまった番組ではなく、身近な日常の地域のニュースおよびボランティア

活動の様子、元気になれるようなニュースをながしてくれるともっと元気をもらい見

る人が増えると思います。(80 代以上 女性)

・個人的にはテレビのない生活をおくっているので親しめないが、見る人はいると思う

ので、テレビ活用や有線放送などをメッセージの手段に活用する（呼びかける、意識

してみてもらう）のはよいと思う。同時に、見ない者のための広報よさのや文字・冊

子媒体での方法もひらいておいてほしい。アンケートフォームを設けているのも非常

によいと思ったが、書き込み枠が使い辛かったのと、保存の仕方がわかりにくいのが

とても残念だった。ある程度の項目ごとにページを区切って、都度、細かに保存に落
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とし込めるようにしていただきたい。最後の送信で全回答がパーになりショックだっ

た。(40 代 女性)

・有線テレビの今までにない活用に拍手！！新型コロナウイルスに関する町長の特別

声明は力強く受け止めました。感染者に対する誹謗中傷に対して「守ります！」と、

「ようこそ町長室へ」は、毎年の町政懇談会になかなか行けない私たち高齢者や地区

の役員でないので参加できにくい人や学生と多くの町民に予算の概要説明をわかり

やすく放送していただき、ゆっくり聴かせていただきました。今後も町政懇談会をさ

れても「ようこそ町長室」への放送はお願いします。(70 代 女性)

・無精ひげを生やしている職員がいるが、注意する者もいないのか。(60 代 男性)

・各区の取り組みなどを紹介する番組があっても良いと思う。(30 代 男性)

・各地域の祭りや運動会を放送してくれるので毎年楽しみに見ていたが、今年は新型コ

ロナウイルスの影響で祭りも運動会も中止になっているので見られなくて残念。(40

代 男性)

・現在は非加入世帯であり、与謝野町有線テレビを視聴できる環境ではありません。多

くの住民が視聴できる環境ではあると思いますが、ライフスタイルの変化に伴う、テ

レビ離れもあり、制作番組を普段からリアルタイムで視聴する機会は以前よりも少な

くなっているように思われます。一方でYouTube の視聴機会が増え、多くの自治体

首長がYouTube を通じて情報の発信を行っておられます。町公式YouTube チャン

ネルを活用した町長メッセージや制作番組のダイジェスト版の配信、与謝野町議会中

継のYouTubeライブでの同時配信など時代にあわせたニーズに応える取り組みを推

進していただきたいです。特に、有線テレビ FM告知放送を活用した情報発信に努め

て頂きたいです。情報発信の優先順位としては FM告知放送が最優先だと考えていま

す。伝えられる情報出来る限り告知放送で行っていただきたいです。町長からのメッ

セージも告知方法で伝えることも可能ですし、多くの住民の方の耳に入る FM告知放

送は、有線テレビの自主チャンネルよりも効果的ではないでしょうか？もちろん、一

部の住民からの苦情等もあるかと思いますが、情報を伝えるために整備された FM告

知放送ではあるので、町長メッセージの自主チャンネルでの視聴を促すよりかは、直

接告知放送でメッセージを読み上げて頂くこととで瞬時に情報を収集でき、再度聞き

返すこともできるので助かります。（20代 男性）
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３ 令和2年度与謝野町予算、重点取組事項、主要事業について

問５ 『安心と安全を実現する 5つの取組み事項』の中で、あなたが最も期待

する取り組みは何ですか。（１つに〇印）

【回答数＝147】

■全体

全体では、「子ども子育て環境の充実およびきめ細かな支援制度の確立」が 39人と

一番多く、次いで「一人ひとりに寄り添い、社会全体で支援する体制を整備する」が 37

人、「未来の子どもたちに引き継ぐ自然環境を守る」が27人、「SDGs の理念に基づい

た「第 2期ひと・しごと・まち創生総合戦略」を推進する」が26人と続いています。

1

26

17

27

37

39

0 10 20 30 40

その他

ＳＤＧｓの理念に基づいた「第2期ひと・しご
と・まち創生総合戦略」を推進する

観光拠点整備により与謝野ファンを創出する

未来の子どもたちに引き継ぐ自然環境を守る

一人ひとりに寄り添い、社会全体で支援する体

制を構築する

子ども子育て環境の充実・きめ細かな支援体制

の確立
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■男女別

■年代別

【その他の回答の内容】

・健全な財政。（50代 女性）
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ごと・まち創生総合戦略」を推進する

観光拠点整備により与謝野ファンを創出

する

未来の子どもたちに引き継ぐ自然環境を

守る

一人ひとりに寄り添い、社会全体で支援

する体制を構築する

子ども子育て環境の充実・きめ細かな支

援体制の確立

男性 女性
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ごと・まち創生総合戦略」を推進する

観光拠点整備により与謝野ファンを創出

する

未来の子どもたちに引き継ぐ自然環境を

守る

一人ひとりに寄り添い、社会全体で支援

する体制を構築する

子ども子育て環境の充実・きめ細かな支

援体制の確立
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問６ 問５で選んだ理由は何ですか。

①「子ども子育て環境の充実」「きめ細やかな支援体制の確立」

・負の連鎖を防ぐため。(60 代 女性)

・人口が減少していく中、少しでも人口が減らないように子供が住みやすい町を作って

いく。(50 代 男性)

・仕事柄、子どもと接することが多いですが、多くの人が小さな子と接すると笑顔にな

る。(50 代 女性)

・自分の生活に関することよりも、まずは子供達に関する取り組みに期待します。(40

代 男性)

・幼児教育に関する仕事をしているから。(40 代 女性)

・町の元気や活性化は人がいなければ実現しない。子供を産み育てやすい環境の充実を

さらに追及。(70 代 男性)

・子どもと地域の関わりがほとんどないため。都会との学力の差が大きいため。（40代

女性）

・子育て中なので期待したい。(40 代 女性、30代 女性)

・現状、不十分とは言わないが、将来の当町を担う子どもたちの支援は必要不可欠。(60

代 男性)

・子どもの遊び場（公園）の整備、雨降りでも利用できる場所。京都府主催の産前産後

訪問支援員養成講座修了者を活用されては・・・。(60代 女性)

・人口減少が心配。(70代 男性)

・安心して子育てできることが、町の発展につながると思うから。(50代 女性)

・孫がいるから。(60 代 女性)

・子育て世代が活躍する町は、活気かあると思われるから。子ども子育て環境を充実さ

せて、明るい未来が感じられる町でありたい。(60 代 女性)

・生活の拠点を町内にし、住み続けられる町に期待したいから。(20 代 男性)

・少子だから、もっと子どもが増えてほしい。(20代 男性)

・町の未来のため。(60代 男性)

・少子高齢化が益々進む与謝野町。今、私たち高齢者が生きていくために諸施策に取り

組んでいただきありがたく思っていますが、自主財源だけではとても将来に借金を残

していくことが気になります。子育てのしやすい町として若い方々が定住していただ

けるよう望みます。(70 代 女性)

・子どもがいないと町に活気が出ない。(30代 男性)

・岩滝においては認定こども保育園もあり子育て環境は充実していると思うが、他の地

域との差が有るようであれば、より良くなるために整備してもらいたい。(40代 男

21



性)

②一人ひとりに寄り添い、社会全体で支援する体制を整備する

・自分だけ良ければ良い、隣近所の悪口を言い振らす、そんなイヤラシイ世の中。(70

代 女性)

・高齢化がまだ続く中で、独居の増加も懸念材料になるかと思います。就業場所の増加

や高齢者だけでなく、あらゆる年層の町ぐるみでの支援も必要かと思いました。(50

代 女性)

・自身も子育て、親の介護の真っ最中で、日々頑張ってますが、同じ環境の支える側の

人が生き生きと生活できるような支援が展開されることを期待して。(40 代 男性)

・支援活動の手厚さを期待するから。(60 代 男性)

・誰もが住みやすく、住んでいて孤独ではなかったと思ってもらう為には、寄り添うこ

とはとても大切な気がします。(40代 女性)

・日本で一番幸福な町と言われる様な、子どもも若い人も年寄りも安心・安全な町づく

りを社会全体で支援できる体制を整えてほしいです。(70 代 女性)

・近所づきあいが苦手。(70 代 女性)

・一人一人に寄り添いというのは、施策の基本であるため。(50代 女性)

・経済の活性化が必要。(60 代 男性)

・町民全員にいき届いた支援を希望します。(50 代 女性)

③未来のこどもたちに引き継ぐ自然環境を守る

・他町に比べ、施設設備が整っていないように思います。公園整備、図書館、映画館、

イベントが開催できる施設など。(60 代 女性)

・一番身近に実現できると思ったから。(40代 女性)

・自然を守りながら（白ジャケが帰ってくる川）は大変貴重だと思う。与謝野町らしい

仕事を広く大きく展開するべき。(60 代 女性)

・近年の自然災害を見て、自然環境の大切さを実感するから。(30 代 女性)

・与謝野の自然（大江山、阿蘇海）を最大限活用し、若年者、子どもの定住と都会から

の人口移住を促す。(60 代 女性)

・自然環境を守ることは簡単なようで大変。（歴史、史跡の発掘、自然災害に強い里）。

阿蘇の海の浄化の推進、大江山の自然環境維持、これらを継続してえすれば子供は育

ちまた帰ってくる。(70 代 男性)

・自然環境が不安。(60代 女性)

・自然からいろいろなことを学び、心を育てることにより、一人一人の個性をいかせる
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未来につながると思います。(50 代 女性)

・土砂崩れや水害のない町づくりをしてほしです。(80 代以上 女性)

・高齢者なので将来に期待をしたい。(70 代 男性)

・自然とは放置することではなく、みんなで手を入れて助け合う未来へのおくり物と思

います。(80 代以上 女性)

・豊かな自然環境を未来に繋いでいきたいと強く思っているから。(30代 男性)

④観光拠点整備により与謝野ファンを創出する

・今の与謝野町に町外から観光客が来るような魅力がないから。(50 代 女性)

・町の活性化と雇用の創出には観光客が来るようにしなければいけない。(50代 男性)

・観光客が来たいと思える様な場所が少ない。(70代 男性)

・他地域、全国の人に与謝野町をしってもらい、人の出入を多くすることが活性化につ

ながると思うから。(60 代 男性)

・近場に観光名勝地もあるのに、そういう内容をもっと取り込める観光行政をしないと

経済が回りません。目玉は与謝野町にいっぱいあります！そういう拠点を発掘して、

総合的に与謝野町巡りができることを考えてください。人の往来がないと活性化しな

い。例えば、自転車道に年中花が一帯で見られる、「千年椿にパワースポット」、「江

山文庫に SL広場」、「春祭り」、「神社、仏閣」、「ちりめん街道の拡大」、「町民グラウ

ンド付近に紅葉地帯」、「一字観公園」、「阿蘇海音楽堂で全国規模の大会をする」、「テ

レビドラマ誘致」。基幹産業の衰退する中、織物業もちりめん街道の拡大に見せると

か（現場）し、いろんな観光資源がまだまだ眠っていると思います。高速道が通って

から益々忘れられていくような・・・。(70 代 男性)

・温江の山の家がもっと利用してほしいから。(70代 女性)

・拡大路線で事業展開しないと、町が委縮してしまう。(60 代 男性)

⑤ＳＤＧｓの理念に基づいた「第２期ひと・しごと・まち創生総合戦略」を推進する

・若者が与謝野町に暮らせる仕事をもっと都会から導入してほしいです。(70代 男性)

・町に人を呼び込む施策だと思ったから。(20 代 男性)

・総合的な点。(50 代 男性)

・子育て環境の充実した地域には、移住したいと思える人が増えると思います。お試し

体験もしたうえで考えることができるのは良いと思います。町外に出ていた人が戻っ

てくる場合も対象とのことで、より、Iターンが増えたらよいと思いました。(40 代

女性)

・ひとづくりに期待したいから。(40代 女性)
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・１０年後、２０年後の疲弊に負けないような町づくりを。(60代 男性)

・安心と成長を実現するということで、世界全体で長期的に取り組むべきことだと思う

ので。(30 代 女性)

・資源循環、経済循環、暮らしの向上がうまくまわることが求められる。(60代 女性)

・住みやすく働く場所がないから。(40 代 女性)

・与謝野町人口増の推進。(70代 男性)

・2030 年を年限とする、17の国際目標が国連サミットで採択された「誰一人取り残

さない」持続可能で多様性と包摂性のある社会を実現するための揮発目標だから。

(60 代 女性）

・人を定着・移住させる町づくりが必要と思うから。（60代 男性)

・「よさの愛」「ひとづくり」をどう捉え、本気で取り組むのか注目、期待したい。行政

職員、議員の在り方、仕組みづくりにも期待したい。子どもや若者に希望をつくるに

は、まず大人から。(40 代 女性)

・与謝野町における最重要事項であると思うから。(20 代 男性)

・若い世代の定住促進事業(50代 女性)

⑥無回答

・1～3、但し、結果・答えがでるには長い年月を要します。焦らずに。あまり感心しな

い項目は「4」。与謝野町内には観光施設・場所と称する箇所はあるが、客が求めてい

ることに応えている場所・施設なのか。地元の人間がよく利用できる施設なのか？（地

元の人間が魅力を感じないところには観光客は来ない）。ジビエ料理・施設で観光客

がたくさん訪れるのか？（個人的に住んでる場所・エリアは観光地には向いていない。

一回来たら二度と来ない。リピーターにはならない。但し、学術的に専門家には魅力

を感じるかな？と思う）。「5」は中身がよくわからない。(70代 男性)
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問７ 『主要事業』の中で、あなたが最も期待する事業は何ですか。（３つまで

〇印）

【回答数＝351】

■全体

全体では、「くらしとしごとの支援事業」が84人と一番多く、次いで「防災・減災対

策事業」が 58 人、「移住・定住事業」が 44 人、「協働のまちづくり調査事業」が 38

人と続いています。
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■男女別
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■年代別
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問８ あなたは、町の課題に沿った予算・施策になっていると思いますか。

【回答数＝145】

■全体

全体では、「わからない」が 94人と一番多く、「そう思う」が28人、「そう思わない」

が 23人となっています。「わからない」と回答された方が多い要因としては、しっか

りと町の課題を説明できていないことが考えられます。

■男女別
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■年代別

■令和２年度与謝野町予算や重点取組事項、主要事業についてご自由にご記入

ください。

・よく考えて進んでおられる。(80 代以上 女性)

・今 70代ですが、体が元気で働ける間は、仕事がしたいと思っています。与謝野町で

生涯生きてゆきたいと願っています。住み良い町にしてほしと願っています。(70 代

女性)

・与謝野議会はもっと慎重審議をしてほしい。新人議員が多いためが議題が審議されて

いないように思う。例えば、岩滝温泉のような莫大な費用を掛け三河内、加悦、加悦

奥、金屋、滝、奥滝の人がどれだけの人が行くと思いますか？(70 代 女性)

・与謝野ファンを創出という面は、とても難しいのではないかと思います。自然と織物

とはいえ、町の中の活性化が今いち盛り上がりにかけるのかどうかわかりませんが、

目立った観光のない中、周囲周辺の市との連携をしていくことも大切かと思いました。

周囲に全国的な観光地があるので、通り過ぎられてしまう町です。周囲に観光に来た

人が是非行ってみたいと思えるものがあればと思います。料亭やホテルとまでは思い

ませんが、安価で素晴らしい食の提供や、田舎ならではの宿を美しく整備をしてもて

なす準備もしてはどうでしょうか。(50 代 女性)

・若い世代に興味のある事業計画。就職企業の誘致（給与水準が都心部並み）。(50 代

男性)

・絵に描いた餅にならないように、地に足が着いた取り組みをしてほしい。(20 代 男

性)
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・孫が市場の学童に通ってました。今年度は申し込みの不備で通ってませんが、学童保

育のあり方に、疑問を感じることが多々ありました。支援員さんの質に専門性を感じ

ない、こんなせまい所に密集性が高すぎる所にかんづめ状態では・・・。支援員の給

料をあげて、パートのおばちゃんなく、学童の意義をしっかりとわきまえた専門性の

ある職員をおいてほし・・・と切に思います。今のままだと、学童には行ってほしい

けど行かせたくない・・・というのが親や祖父母の率直な気持ちです。(60代 女性)

・特定不妊治療交通費助成や引きこもり対策、障害者の雇用問題等耳障りの良い政策で

すが、少数者をも見捨てない町長の思いは応援したい気持ちはありますが、大多数の

望む住みよいまちづくりとは違うように思う。(50 代 男性)

・私自身、二人目の出産で夜鳴きに出産後～1才になるまで悩まされました。同居の義

母は理解がなく、日中、短時間寝る子どもと共に休んでいると、いつも赤ん坊を（私

が）側におき、ゆっくり見せてくれない」と嫌味を言われました。実家の母は早くに

亡くなっており、帰省もできず、ものすごいストレスで、２度と出産はしたくないと

思いました。そんな思いをするママが今後出てくることのないよう、産後リフレッシ

ュ事業は是非にもしていただきたいと思います。また、これは町事業になるかわかり

ませんが「孫育て教室」のように昔と今の子育ての常識は違うことを、同居または町

内におられる祖父母がおられたら、ハローベビープロジェクトのパパと共に知る機会

があれば、ママから言いにくいことも言ってもらえてよいなぁーと思います。小学校

が合併していくため、各地区のつながりができにくいなぁと思います。自治体でその

ようなことがしてもらえたらありがたいです。(40 代 女性)

・一定地域の事業の取り組みが多大になされているように思われます。防災・減災事業

に、防災生活圏ごと避難場所となる公園整備を図り、防災拠点となる公共施設に隣接

させるなど、町づくりを取り組んでいただきたい。(60代 女性)

・厳しい財政状況中で、介護や健康保険、水道事業の特別会計 85億円、一般会計 115

億円でのやりくりは大変であると思う。魅力ある町、人々が来る町を目指し、与謝野

ファンを増やす取り組みを強化してゆくことが大切だと思う。そのためには、情報発

信を全国に発信することも必要だと思う。(60 代 男性)

・与謝野町の自然環境は素晴らしく誇れるものだと思います。子供たちに引き継ぐので

あれば、それに付随して町の文化や歴史をより深く学校教育で学べるよう、独自の教

育に取り組むことができるのではないでしょうか。与謝野町ファンの創出も大切です

が、幼いころから学ぶことで住民が一番の与謝野ファンになれると思います。(30 代

女性)

・「町の課題に沿った予算・施策」の問いは、何が課題と捉えているのかわからない。

現在各地区交付金は世帯、人口、面積カウントが中心であるが、高齢化率、庁舎まで

の距離、スーパーの有無など生活しやすい環境にあるか否かのカウントも加味するこ

とが必要だ。交付金は行政の姿勢を表すものだ。日本の人口は 2040 年には 1億 728
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万人、2050年には9700万人、与謝野町では、2040 年には 15,000人になると予

測されているが、少子高齢化がますます進展する中で子どもを産む育てる環境づくり

をさらに充実させ、合計特殊出生率の向上（2.07）に向けて施策をうっていく。例え

ば第 3子の誕生に祝い金（100万円）を出す（子育てには金がかかる）。(70 代 男

性)

・堂谷橋はなぜいつまでもあのまま（片方通行）なのか。特に踏切に至っては涙物です。

(60 代 男性)

・若い人の仕事が少しでもよくなってほしい。(80代以上 女性)

・予算執行見張り番的な人たちを設置してほしい。(60 代 男性)

・ハローベビープロジェクト。母親が育児の中心になりますが、その母親を支えるのが

夫です。母親の育児がしやすいように夫は、家事を受け持つなど、なんでも妻任せは

いけません。そのため、このプロジェクトで、夫の家庭での家事分担、家事能力を高

めることも入れてほしいと思います。そのことが、赤ちゃんの健やかな成長につなが

る一つの力となると思います。また、虐待やDVなどが発生したら逃げる、助けをも

とめることもしっかりと伝えてほしいと思います。(60代 男性)

・予算が町民に寄り添ったものになっているかが重要と思う。横文字や小さい字が多す

ぎる、町民に寄り添っているのか（広報、議会など）。目玉政策がない。例えば、他

町、他市と連繁して織物の開発するとか。(70 代 男性)

・具体的に考えてるわけではないが、地域ぐるみで子育てできるような仕組みを作って

もらえたらと思います。(50代 女性)

・子育て応援課の取り組みがきめ細かく支援されてて、安心して子育てできるように応

援していいただいていると思う。問題点が山積みで大変だと思います。(60代 女性)

・地域全体で子育てしよう、という事業に共感します！コロナ感染の世界的な流行で、

与謝野町の予算もますます厳しい状況かと思いますが、地域・人を大切にした様々な

事業計画が豊かに実行されるよう願います。(60代 女性)

・職員の減少。給与の見直し（年間250万円/人）。(60代 男性)

・今回あらためて広報を読むと、現在の資源が活かしながら具体的な施策が上げられて

いると感じました。若者から高齢者を含めて住民それぞれがの生活の課題に対する柔

軟な対応や仕組み作りが必要だと思います。(50代 女性)

・厳しい財政状況でしょうが、「安心と成長を実現する」という方針で推進していって

ください。ご苦労様です。(60 代 女性)

・織物の産地なので、なくさないでほしい。(60 代 女性)

・財政ひっ迫の中での予算編成ご苦労様です、慎重な執行をお願いします。観光交流課

に対いて、各施設の指定管理については指定管理業務の遂行内容の確認を的確に行っ

ていただきたい。クアハウスの食堂閉鎖問題、旧庁舎の観光協会については指定管理

料を渡せばすべて管理者に任せるのではなく、一定関与をしていただきたい。観光協

31



会については、地域住民に広く利活用が可能であり、住民の意見を取り入れた施設展

示が行われると思っています。が、「特定の仲間内」の企画、「300年」「ＤＭＯ」関

係に偏らなく、地域の歴史を取り入れた展示方法を考えていただきたい。(70代 男

性)

・人の住んでいない廃墟とか家屋の処分をしてほしい。理由は犯罪を都会等で犯した人

達の隠れ家になるから。また、統合等で空いた保育園や学校などを有効的に使うこと

を考えてほしい。(50代 男性)

・定住促進事業はよいと思うが、仕事がなければ定住できないと思うので、仕事の創出

も含めて事業を行う必要があるのではないかと思います。(50代 女性)

・きめ細かく取り組みされて、ご苦労のあとが良くわかります。それを実現するむずか

しさ、寄り添うことの困難ですが、日々の平和の為充実して行ってほしいと願います。

(80 代以上 女性)

・子育て応援は大切だけれど、全体のバランスで行くと、一見偏っているように見えな

くない。「子育て」「福祉」「教育」「仕事づくり」各々の課題、問題を連携や協働でも

って救われる仕組みや体制づくりを視野に入れてほしい。(40代 女性)

・私たち高齢者は織物業が主要産業で栄えていた時代を過ごしてきましたが、現在厳し

い財政状況の中で先ず何を先に取り組んでいくか本当に大変だと思いますが、町長さ

まを先頭に職員の皆様、頑張ってください。ご苦労様です。(70 代 女性)

・少ない予算の中で補助をしたり整備をしたりするのは大変だと思うが、国会のように

税金を無駄にしない予算編成を組んでもらいしっかりと執行してもらいたい。(40 代

男性)

・コロナ補正（第3次）資料から

⑨家庭学習支援においては、オンライン在宅学習システムを導入していただきたいで

す。学校に登校するしないは児童や生徒自らが選べ、登校を望まない児童や生徒にお

いてはオンラインでの在宅学習が受けられるようにしていただきたいです。課題の提

出もオンライン在宅学習システムででき、評価の対象にもなるようにし、第２波や警

報発令時の休校に備えていただき、平常時でも不登校の子ども達への対応としてシス

テムを提供いただきたいです。⑭指定管理者支援においては、与謝野町の指定管理者

制度については、仕組みとして町民も疑問に思う点が多いのが現状のように思います。

そもそも指定管理者に委託をしないと運営ができないのかよくわかりません。指定管

理者制度ではなく、町の直轄での施設の維持管理運営はできないのでしょうか？町が

予算をかけて修復をした施設ではあるので、指定管理者に任せるというよりかは町が

責任をもって管理・運営するということは難しいのでしょうか？わたくしも仕組みを

理解できていないので指定管理者制度について町民に説明していただきたいです。

（20代 男性）
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４ 地域経済、住民生活について

問９ あなたは、日常の暮らしの中で不安を感じることはありますか。（１つに

〇印）

【回答数＝158】

■全体

全体では、「時々感じる」が 77人と一番多く、「感じる」が 41人、「あまり感じない」

が34人、「感じない」が6人となっている。約 7割の方何らかの不安を感じておられ

る結果となっています。
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■年代別
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問９-２ 問９で３または４に〇をつけた方に伺います。どんなところに不安を

感じますか。（３つまで〇印）

【回答数＝306】

■全体

全体では、「経済的な不安」が 51人と一番多く、「地震、豪雨災害に対する不安」が

39人、「介護に対する不安」が 35人、「健康上の不安」が 33人、「医療提供体制に対

する不安」が 29人と続いています。

【その他の内容】

・区や町の行事等中止なら中止で徹底されていないこと。EXゴミの説明会。（50代 女

性）

・町の思いきれない施策。（70代 男性）

・新型コロナウイルスでいうと、コレという的確な解決策が見えている訳ではない。自

粛や経済的な不安による疲弊で、人々の中に意地悪な気持ちや攻撃的な気持ちができ
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ること。（40代 女性）

■男女別
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■年代別
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問10 コロナ対策として取り組むべきことは何だと思いますか。（３つまで〇印）

【回答数＝392】

■全体

全体で、「医療提供体制の整備」が78人と一番多く、「金融支援」が60人、「雇用創

出」が 39 人、「学校の臨時休業に伴う学習等支援」が 35人、「子育て世帯支援」が 33

人、「遠隔・オンライン学習の環境整備」が 32人と続いています。

【その他の内容】

・キャッシュレス決裁の充実。（50代 女性）

・介護・医療従事者への支援。（30代 女性）

・子育てざかり、介護の必要な方などの取組みなさかんなようですが、学生、働き盛り

の人たちへの活動についてが見えにくいと思います。（50代 女性）
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学校の臨時休業に伴う学習等支援
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自宅で医療・フレイル対策推進環境整備

在宅勤務導入支援

遠隔診療・遠隔リハビリテーション等支援

医療提供体制の整備

金融支援

生産性向上支援

雇用創出
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・極端な考え方やアクションにおよばないようモラル形成の援護。危険状況に至ったと

ころでの付き合い方、適応の仕方を見出していくこと。（40代 女性）

・わからない。（60代 男性）

■男女別
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■年代別
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■地域経済や住民生活についてご自由にご記入ください。

・野田川町民体育館、図書館などの施設をなくさないで頂きたいです。(40 代 女性)

・高 1（宮津天橋）の娘がいます。休校で課題、英単語の暗記など、山のような課題で

嫌気がさしていました。生徒に丸投げはどうかと思います。コロナ第 2波の休校の際

は、「分からない所は教えてえもらえる」とセットで課題を出してもらいたいです。

すでに格差が生まれています。ただつめこみ式には反対です。(50 代 女性)

・与謝野の財政は大丈夫でしょうか。平成の大合併のツケは？(70 代 女性)

・過疎化もあるため、移動スーパーの需要は増えるかと思います。都会と違い自営業等

や飲食店への打撃はもっと大きいと思います。仕事をするにも町内でしている人も多

いとは思えないですが、どうなのでしょうか。田舎の良さが失われずに活性化すると

いいなと思います。昔は「ぬすむ」ということも少なかったはずなのに。町内での雇

用対策や賃金の増加など、生活を支えることもよろしいのではないでしょうか。(50

代 女性)

・高齢化社会になり、日頃の生活、今後の生活について段々と不安を感じてきている。

将来、自分が車の運転が出来なくなった場合に生活できるか考えるだけで不安になる。

(50 代 男性)

・空き家対策や移住定住促進を図る。(60 代 男性)

・近隣に北部医療センターしかなく、地域医療の充実を切に願います。北部医療センタ

ーも駐車場がなく、人も多く、大変です。北部医療センターしか行く所がなく、コロ

ナこともあり、医療体制の不備を常に感じています。学童保育に予算をもっとつけて

ほしいです。今の時代、親の共働きは必須です。(60 代 女性)

・住民生活は核家族より、同居世帯家族優遇する政策を考えていただきたい。同居世帯

家族が増えて、家族間の協力ができれば福祉、子育てはこれで解決する。(50代 男

性)

・この地域の特産品をいざ買おうと思っても、どこで売っているのか・・・？場所がわ

かっても遠くだったりでとても不便に感じる。(50 代 女性)

・移動スーパーは値段が高すぎる。(70 代 男性)

・今回、コロナウイルスで商売をされている方は、特に大きなダメージがあったと思い

ます。新しい生活様式、３密の回避の生活で、今までとは異なる生活にならざるをえ

ず、今までどおりの収入の得かたはできないと思います。よさの飲食店応援キャンペ

ーンのように、人の流れを作り出していく、お金を動かしていくことが必要になって

くるのだなぁと思いました。(40 代 女性)

・私は運転免許を持っていないので、今は主人がどうにか運転でき買い物とか必要な用

事はできていますが、一人になったら、今後、加悦庁舎の福祉、保健など手続きに行

けませんので、野田川庁舎でも書類が出せるようにお願いしたいと思います。(70 代
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女性)

・独居の高齢者家庭でのごみ分別（特に与謝野町の場合、しっかり分別が要求されます）

は、特に難しい問題かと思われます。プラの中に少しでもティッシュが混ざっている

と回収されません。全部の独居家庭で支援する人がいるとは限りません。私がそのよ

うな環境になった場合の不安は多大です。(60 代 女性)

・当地域で、４月初旬に感染者が報告されて以降、近隣市町でも発生していない状況で

あり、新しい生活様式を取り入れながらの生活をしている。他の町民の方々を見てい

も、あまり不安に思っておられないのかと思う。ただし、今まで不通にできていたこ

とが、できない状況は多くあり、中小企業や個人事業の方は大変だと思う。特に医療

関係、介護関係者においては、高いリスクと向き合っておられるため、支援はかかせ

ないと思う。医療従事者の子供さんのケアも含めて強化が必要であると思う。感染者

の差別的扱いは許されない。(60 代 男性)

・今、国がGOTOキャンペーンを行うと言っている。観光客が増えるとコロナ感染の

心配もあり、PCR検査がすぐに行える状態にあるのか、病院の確保はできているの

か？クアハウスの改修を莫大なお金をかけて行ったことについて町長は岩滝の住民

のみの意見を聞いて、与謝野町全住民の意見を聞いていない。個人としては猛反対だ

った。それより金屋の旧国道が下水道にする為掘ったところが段ができていて、トラ

ックなど通ったとき家が揺れる。区長に道の整備を頼んでも予算がないのでなんとか

してもらえないとのこと。クアハウスにかける金があるのなら道を整えよ！！(60 代

女性)

・コロナ対策として飲食店への補助が7月から始まった。早々と（一週間）予算切れに

なった店舗もあると聞いているが、飲食店への応援が客足への呼び水になったのか疑

問だ。コロナで社会は疲弊し気持ちも落ち込んでいる。(70 代 男性)

・荒廃農地の拡大による近隣住民の迷惑が増加しています。不在地主への積極的なアプ

ローチによるとかからの定住者移入にｔながるすべがないか検討されたい。

※安価な額での売買を促し、水害多発年から人を呼び込むなど(60 代 女性)

・70才、もしくは 75 才以上で構成している家庭へ、年に何回か使用できるタクシー

券の配布。独居含む、ひまわりバス無料。(50 代 女性)

・これは町に言うことではないかもわかりませんけど、バイクはなぜわざとうるさくし

て走るか、困ります。(60 代 男性)

・ごみ問題について一言。他市町村に比較して細かいごみ仕分けしてたのに、さらに細

かくなって、老人世帯にかかわらず、皆戸惑っています。特に老人世帯は困ってられ

るのを見聞きしますが、何とかならないのでしょうか！また、どのくらい再生資源が

いかされているのか具体的に報告はないのですか。(70代 男性)

・与謝野ホップですが、この事業は止めた方がよい。価格が高すぎる、しかし、だから

といって他のビールより格別おいしいわけではない。その場で半額キャッシュバック
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キャンペーンのような形での事業者応援がよい。(60 代 男性)

・子育て世帯への環境の充実（助成金、期間限定保育費の無料化等）。若い子育て世帯

の働く場所づくり。他の市町にはない子育て支援の提供とPR。(70代 男性)

・いつまで続くのか先の見えない不安感がある中で、経済的な困難と併せて人とのつな

がりや生活を豊かにする機会が失われていくような気がします。他府県から転入して

きた若者など、それぞれに求めるものにそって、こんなときこそのユニークな活動や

取り組みを考えてほしいともいます。(50代 女性)

・若い人の働くところが少なくなるのは望まない。雇用体制を組むことが大事。弱い立

場の子供やお年寄りの支援は最優先の動きが見られるとよい。(60 代 女性)

・今回のコロナ対策として、町内の飲食店への補助にについても参加できる町民は全て

ではない。宮津市のように住民全体に補助が出来るような飲食券や買い物券を配布す

ることがよいのではないか。(60 代 男性)

・３月頃よりすべての行事がなくなり、人と会う機会がへり、人恋しい毎日です。早く

普通に話せるようになりたいです。(80 代以上 女性)

・主人は各家に注文の品を届けたり、買い物の手伝いをしたりして喜んでもらっていま

す。町に商売をする店がほとんど消えてしまって本当にさみしい限りです。(70 代

女性)

・地域の充実は若者住みたくなる環境が大事と思っています。他所から移り住んで来た

人をよそ者という習慣が未だにはびこり、それなりの地域の役職を務めた人には若い

人は何も言えず遠慮している様は残念に思います。(80代以上 女性)

・この地域においては目玉になる産業が少ない。織物にしても高齢化が進み機音が段々

聞こえなくなってきている。観光においては新型コロナウイルスの影響で少なくなっ

ているが、京阪神の富裕層を招き少しでもお金を落としてもらえるよう工夫が必要。

(40 代 男性)

・山陰近畿自動車道の京丹後市への延伸で、多くの企業が京丹後市への企業誘致であり

誘致をされておられるのが実情のように思います。もちろん与謝野町への企業誘致が

ないということではないと考えていますが、進捗状況もオープンにしていただきたい

と思います。また、近隣市町に比べ、サービス面でも劣る部分もあります。ＱＲコー

ド決裁での公共料金支払いができないとの声もあり、便利なサービスは地方だからこ

そ率先的に導入していただきたいです。（20代 男性）
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５ 協働のまちづくりについて

問 11 あなたは、自治会（隣組）に加入していますか。（1つに〇印）

【回答数＝162】

■全体

全体では、「加入している」が 150人、「加入してない」が 12人となっています。

■男女別

■年代別
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問 11-2 問 11で、2（加入していない）に〇をつけた方に伺います。その理

由はなんですか。（3つまで〇印）

【回答数＝29】

■全体

全体では、「親が加入しているため」が6人と一番多く、「役職などが回ってくるのが負

担」「賃貸住宅（貸家、アパート）住まいのため」が4人、「人付き合いがわずらわしい」

「必要性を感じていない」が3人と続いています。
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単身赴任等で一時的な居住のため

必要性を感じていない

自分には関係ない

会費が経済的に負担

役職などが回ってくるのが負担

人付き合いがわずらわしい
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【その他の内容】

・隣組に入りたいと相談に行ったら、おまえは入れたらんと断られた。（70代 女性）

・知らない間にやめさせられていた。（70代 女性）

・行政が取り組むべき。（80代 女性）

・同地区に長男一家がいるので・・・。でも班長さんがこれは参加してください、と言

われるのはできるだけ参加します。例えばごみ箱の買入などの時。（80代 女性）

・祭にかける費用が高いのは恐怖。地域によっては積み立て分まで請求されるという話

も耳にしたり、助け合いの度合いを超えて過剰な義務や義理になると距離をとりたい。

（40代 女性）

■男女別
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■年代別
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問 12 行政が取り組むべき重点的な分野は何だと思いますか。（3つまで〇印）

【回答数＝423】

■全体

全体では、「福祉・健康・医療（介護、子育て、健康づくりなど）」が 120人と一番

多く、「環境（道路・河川の美化、自然環境の保全、ごみの資源化など）」が 63人、「教

育（学校教育、生涯学習、スポーツ、青少年の健全育成など）」が 57人、「地域経済（地

域企業の活性化、特産品の開発など）」が55人、「防災（火災予防、被災者支援など）」

が40人、都市基盤（公共交通、道路・河川・公園の整備など）が34人と続いていま

す。
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その他

地域交流（地域活動、ボランティア、Ｎ

ＰＯ活動など）

文化（文化芸術、伝統・祭りの保存な

ど）

安全（防犯、交通安全など）

都市基盤（公共交通、道路・河川・公園

の整備など）

防災（災害予防、被災者支援など）

地域経済（地域企業の活性化、特産品の

開発など）

エネルギー（省エネ、自然エネルギーへ

の転換など）

環境（道路・河川の美化、自然環境の保

全、ごみの資源化など）

教育（学校教育、生涯学習、スポーツ、

青少年の健全育成など）

福祉・健康・医療（介護、子育て、健康

づくりなど）
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【その他の内容】

・若者が定住できる職場の確保、企業誘致。（20代 男性）

・環境の場合、道路ぶちに家がない所、ごみが捨ててあるのが多く目立つ。罰則型にし

ていただきたい、罰金に！（60代 女性）

・愛媛県西条市のように水道代タダ！までは望まないにしても、普段使用する水（蛇口

をひねったらでてくる水）が美味しく安全に安心して使えるように整備。（花崗岩の

ろ過機能をもつ山々に囲まれた町とは思えぬ残念さ）。（40代 女性）

・現役世代の生きづらさ問題や8050問題、生活困窮世帯への対応。（20代 男性）
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の転換など）

環境（道路・河川の美化、自然環境の保

全、ごみの資源化など）

教育（学校教育、生涯学習、スポーツ、

青少年の健全育成など）

福祉・健康・医療（介護、子育て、健康

づくりなど）

男性 女性
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■年代別

0 20 40 60 80 100 120

その他

地域交流（地域活動、ボランティア、Ｎ

ＰＯ活動など）

文化（文化芸術、伝統・祭りの保存な

ど）

安全（防犯、交通安全など）

都市基盤（公共交通、道路・河川・公園

の整備など）

防災（災害予防、被災者支援など）

地域経済（地域企業の活性化、特産品の

開発など）

エネルギー（省エネ、自然エネルギーへ

の転換など）

環境（道路・河川の美化、自然環境の保

全、ごみの資源化など）

教育（学校教育、生涯学習、スポーツ、

青少年の健全育成など）

福祉・健康・医療（介護、子育て、健康

づくりなど）

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代以上
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問 13 地域や住民活動団体、行政が協働で取り組むべき分野は何だとお考えで

すか。（3つまで〇印）

【回答数＝303】

■全体

全体では、「環境（道路・河川の美化、自然環境の保全、ごみの資源化など）」が 45

人と一番多く、「福祉・健康・医療（介護、子育て、健康づくりなど）」が 43人、「教育

（学校教育、生涯学習、スポーツ、青少年の健全育成など）」が36人、「防災（災害予

防、被災者支援など）」が 35人、「安全（防犯、交通安全）」、「地域経済（地域活動、ボ

ランティア、ＮＰＯ活動など）」が 32人と続いています。
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地域経済（地域企業の活性化、特産品の

開発など）

エネルギー（省エネ、自然エネルギーへ

の転換など）

環境（道路・河川の美化、自然環境の保

全、ごみの資源化など）

教育（学校教育、生涯学習、スポーツ、

青少年の健全育成など）

福祉・健康・医療（介護、子育て、健康

づくりなど）
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■男女別
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都市基盤（公共交通、道路・河川・公園

の整備など）

防災（災害予防、被災者支援など）

地域経済（地域企業の活性化、特産品の

開発など）

エネルギー（省エネ、自然エネルギーへ

の転換など）

環境（道路・河川の美化、自然環境の保

全、ごみの資源化など）

教育（学校教育、生涯学習、スポーツ、

青少年の健全育成など）

福祉・健康・医療（介護、子育て、健康

づくりなど）

男性 女性
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■年代別
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ＰＯ活動など）

文化（文化芸術、伝統・祭りの保存な

ど）

安全（防犯、交通安全など）

都市基盤（公共交通、道路・河川・公園

の整備など）

防災（災害予防、被災者支援など）

地域経済（地域企業の活性化、特産品の

開発など）

エネルギー（省エネ、自然エネルギーへ

の転換など）

環境（道路・河川の美化、自然環境の保

全、ごみの資源化など）

教育（学校教育、生涯学習、スポーツ、

青少年の健全育成など）

福祉・健康・医療（介護、子育て、健康

づくりなど）

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代以上
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問 14 あなたは、地域や住民活動団体、行政が協働でまちづくりを進めていく

上で、主に何が必要であると考えますか。（3つまで〇印）

【回答数＝391】

■全体

全体では、「若者や勤務者等の幅広い層の人たちへの呼びかけ 」が 62人と一番多く、

「だれでも気軽に参加できる地域イベントの開催」が52人、「近所の人とのつながり・

きずなの醸成」が 49人、「職場や地域での、まちづくり活動への関心や理解の向上」が

48人、「地域の課題など、なんでも気軽に話し合える場づくり」が 45人、「行政や団

体からの情報提供（活動内容等）」が32人と続いています。
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だれでも気軽に参加できる地域イベント

の開催

若者や勤務者等の幅広い層の人たちへの

呼びかけ 
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【その他の内容】

・活動できる拠点環境の支援、提供。（40代 女性）

・若者が定住し、生活ができる職場。何故、都会に行くのか、都会並みに給与を出す会

社がないため。（60代 男性）

■男女別
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だれでも気軽に参加できる地域イベント

の開催

若者や勤務者等の幅広い層の人たちへの

呼びかけ 

男性 女性
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■年代別
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呼びかけ 

10代 20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代以上
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６ 与謝野町のまちづくりについて

■与謝野町のまちづくりについて、ご自由にご記入ください。

・岩滝のクアハウスはそんなに大事でしょうか？野田川町民体育館は使用頻度がある

のに取り壊すのでしょうか。(40 代 女性)

・町長は我が土地のことだけ考えていてはだめ。町全体のことをもっと考えてくれ。野

田川はカヤの外なのか。(70代 女性)

・がんばってください。(50 代 女性)

・大学を卒業したら地元に帰って就職と考えていましたが、思う様な仕事がありません。

このままだと若者は他府県へ出てお年寄りばかりにならないか心配しております。ち

なみに私は一人っ子で両親のことが心配です。(10 代 女性)

・何年か前にブランド戦略といての事業で、デザイナーの田子氏との事業は、営利的に

成果があったのか何もわからない。デザイナー代や、コンサル代が発生しているなら

何らかの成果の報告等、開示情報がいただきたい。まちづくりには、人口が増加しな

いと何をしても成果はないと思います。若い世代の働く場所、与謝野町の企業給与が

低い織物業の高齢化、低い賃金など、多くのお金が動く町にならないと、活性化は厳

しいと思います。(50代 男性)

・与謝野町に住みたい、住んでみたいと言う町づくりをして欲しい。私たちより、年の

上の人は、織物の町、織物で皆が生活できた良い経験を持っています。その時は、人

も多く生活も苦しくなかったと思います。今後、与謝野町がなくならないように、何

か皆が仕事ができる場所、生活できる場所を作ってください。子供が遊びに帰って来

ても楽しく行ける場所を作ってください（阿蘇シーサイドパークはいいですね）。(50

代 男性)

・交通の便利を良くしてください。車の運転のできない単身世帯の立場も考えてえいた

だけるとありがたいです。(80 代以上 女性)

・若者が不安のない永住できる町作りを考えてほしいです。(70代 男性)

・主人に変わって私（奥様）が読ませてもらいましたが、年齢的にこのアンケートも忘

れてしまっていましたし、主人もパーキンソン病で体が重く頭も言うことがききませ

んので、今後の何でもお断りします。申訳ございませんでした。(80代以上 男性)

・町づくりの意見としてはかけ離れているとは思いますが一言。町議会議員の報酬につ

いてですが、一律の報酬ではなくて、目標（各々が立候補された時の方針等）をどれ

だけ達成できたかで決定されてはどうでしょうか。町民の代表として立たれている訳

ですから、それくらいの覚悟を持って各々立候補されているはずだと思っています

が・・・。若者が定住しやすいように企業鵜誘致にも力を入れていただきたいと思い
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ます。福祉の充実は大事なことですが、町の経済が潤うには、お金を生み出す企業や

人が必要だと考えます。このままでは益々町が寂れていきそうに感じます。(20 代

男性)

・若い世代が夢を持てる里山暮らし。(60 代 男性)

・コロナで京丹後市は、マスク購入のための補助券（1500 円）や、一人1000円の商

品券が配られたそうです。与謝野町はまったく何もないんでしょうか。財政がきびし

いのかもしれませんが、不景気で会社も休みになっている企業もあります。与謝野町

としての支援も考えて頂きたい。人口減少（若年層）も減っている今、昔から消防団

人数の確保が難しい！！その辺も考え直しが必要ではないでしょうか？よろしくお

願いします。(40 代 女性)

・SL 広場再開。道の駅、テーマパーク設備。。観光名所が少ないショッピングセンター

ウイルの店の減少。(30 代 男性)

・結婚してはや30年になります。与謝野町に住んで良かった・・・と思います。それ

は町民にやさしい町で、町長さん（太田町長、山添町長）がとても親しみやすいから

です。これからも与謝野のまちづくりを共に考えていきたいです。この間、豊岡市役

所に用があり行った主人から、市役所職員の対応がとてもよかった・・・と聞きまし

た。何よりあいさつが良かった・・・とても親しみのある対応の仕方であったそうで

す。町役場へ用があって行っても、職員の方はとても忙しそうで、声をかけづらい感

じです。正直行きづらい感じがあります。まずはあいさつ。あいさつだけでもあると

行きづらさもなくなると思います。(60 代 女性)

・軽薄な世の中であると感じることの多い毎日。人と人とが声を掛け合う中で生まれて

くる思いやりはないんでしょうか・・・。役場への立ちよりひとつでも感じます。こ

ちらからあいさつも大切ですが職員の方からやわらかい声であいさつしてもらえた

ら、不安の中、用事を済ましに行く町の人達のドキドキが薄れていくと思います。若

い子たちにしても、子供たちにしても、お年寄りにしても、役場に行くことが「おっ

くう」と感じないように、明るくやわらかく対応してほしいなと思います。学校でも

そうですが・・・そういうちょっとしたことが、お金に替えられない住み良い町にな

ると思います。(40 代 女性)"

・町は人が作っていくもの。住んでいるだけでは住民ではなく、一人でも多く町に関心

を持っていただき、この町のことをよく知り、大切におもってもらう住民が増えてい

くことが重要。(50 代 男性)

・このアンケート送付の直後に正誤表の送付、町職員の仕事のチェック体制はどのよう

になっているのでしょうか？厳しい財政の中郵送料の無駄遣いはやめてもらいたい。

(50 代 男性)

・永くされている織物業、新しく始められているホップ作りなど、着物以外の新しい商

品や新規事業のことは、たまに有線で見ることはありますが、やはりよくわからない。
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時代はオンラインですが、高齢者向けに町報と一緒に紙媒体で紹介してもらうのはど

うでしょうか！？(50代 女性)

・隣組も高齢のため組長が大変になる。隣組も付き合いにくくなる。(70 代 男性)

・若い町長様らしく未来を見据えた町の予算の取り組みになっていて嬉しく思いまし

たが、ただほんの少しだけ、老人たちのことも忘れないでほしいと願っています。(70

代 女性)

・同じ番組でも、お互いの家族状況はわかりません。でも、近所には高齢世帯や 50-60

才以上の独居世帯が多くあります。子育て事業は、今年多く打ち出され、よいなぁと

思いました。障害者、ひきこもり対策もよいなぁと思いました。私、個人の意見です

が、子どもと高齢者が楽しく生き生き過ごせる町なら、より移住者も増えるのでは？

と思います。義父母が認知症になり、介護サービスを利用しましたが、利用にこぎつ

けるまでが本人たちは「ぼけていない、しっかりしているのに」と言い張って、認知

を受けるまでのハードルが高い。認知症になると、それまで出ていたの、とじこもり

がちになってしまいました。町でも認知を受ける前の方に体操などの事業をされてい

るのを見たことがありますが、できれば、もっと近くで、自治体で集まって体操を定

期的にしたり、定期的に相談を地区の公民館辺りでできたらよいなぁと思います。老

いを受け入れられない人（高齢者）を介護の仕事柄、多く見ます。認知症になること

が特別なことではないという啓発、認知症サポーターに、各地区でなる人が毎年増え

ると認知症になってももっと自宅で過ごしやすくならないかなぁと思います。各地区

で子育てライングループや高齢者見守りライングループのようなものができて、地域

で子ども、高齢者が見守れたら良いのではないかと思います。そのグループづくりの

ために、各自治体で若い子育て世帯や介護世帯が集まれるような催しが定期的に行わ

れることを願ってやみません。(40代 女性)

・認定こども園は、子育て応援の場でもあり地域の子育て支援の役割を担っておられる

のでしょうか？園に通っていない子と保護者のために、子育て相談や親子の交流イベ

ントが適宜実施されていますか？育児の不安や悩み、疑問に保育士さんが相談に応じ

てくれるようなサポートができる保育士さんがいるのでしょうか。「かや山の家」の

ジビエ料理や郷土料理を提供する等、地元資源食材の活用等、大変きたいしたいので

すが、価格が優先されるのでしょう、よく業務スーパーでの食材を調達される関係者

の方を見ます。(60 代 女性)

・従来から町の取り組みを広報誌、KYT等で情報発信されているが、広報等では遅い

（結果が主）。情報発信する能力（タイミング、スタイル、情報量、HＰの改善）を高

める必要があると考えます。役場全員が広報マンという考え方が必要と思う。与謝野

町職員が企業に勤める社員という意識で、地域活動のサポートや、地震の事務の中で

の町民とのつながりをいかに改善していくかという問題意識を持って業務遂行して

ほしい。(60 代 男性)
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・空家、廃屋の解体問題が心配。遠方の身内の放置、夷地の税金問題、行政とのかかわ

り方。(60 代 男性)

・SL広場の再開を願います。町内にあるキャンプ場の整備。サイクリングロードの整

備。与謝小学校の活用。近隣市町から観光客の流入を増やす。近隣市町との連携。(30

代 女性)

・コロナの影響で職を失う人が多いが、与謝野町でできる仕事を考え、60代、70代ま

で働ける職場を造ってほしい。年金だけでは食べていけない！(60 代 女性)

・公民館活動について

公民館主事手当てが高額するぎる。地域の役員手当はもっとすくないために大きな格

差が生じている。早急な是正が必要だ。公民館活動の趣旨である生涯学習に対する認

識が十分ではない。指導が必要ではないか。

協働のまちづくりについて

まず、先進地事例をしっかりと調査研究していくのが重要だ。そのうえでわが町にい

かに活かして行くのか、オリジナル色を打ち出して新しい形を作り上げるて行くのか

が問われている。調査事業をしっかりと取り組み、方向性を打ち出した土台づくりを

期待している。3年後には本科 k的に推進できるように創意工夫しながらの取り組み

を。やりがいのある事業である。

財政について

財政が厳しいとの声が聞こえてくるが、財政が厳しくなっているときに何をやらなけ

ればならないか見えてこない。例えば財政緊急事態宣言を出し、財政の厳しさを共有

することぐらいはやならければダメだ。財政改革の第 1歩をどう踏み出すのかが問

われている。給料カットを実行しなければ財政の健全化は達成できない。そこまで財

政がひっ迫しているのかどうか行政の認識がわからない。(70 代 男性)

・与謝野町は近年の災害傾向から見て（大河川に近接していないので水害が少ない）、

今後住みよい町になると思われる。そのことを地域外にアピールして人口、産業を呼

び込む町づくりを考えてみてはどうかと思います。(60代 女性)

・転居して約 10年、地域活動もほとんどなく、全く愛着信がわきません。運動会もな

し、祭りも盛り上がらない閉鎖的な町のイメージがあります。旧町により取り組まれ

ていることも違っているのだと思いますが。(40代 女性)

・４年前「みえるまち・海の玄関」として阿蘇ベイエリア活性化マスタープランが策定

されました。その中に海の玄関となるための 10のプロジェクトも策定されています。

与謝野町にとって活性化するにはよい施策だと期待していましたがどうなっている

のでしょうか。(80 代以上 男性)

・個人の医療機関がもう少し（あと 2.3か所）あってもよいと思うが、町としてはどう

することもできないかな。(60 代 男性)

・認定こども園事業について、早期に何とかするのではなく、建設場所等も含め、議論
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を十分に行い未来ある子ども達や、保護者のためによい認定こども園が設立されるよ

うに願います。また、老人施設で働く職員たちがこのコロナ禍の中で不安を持ちなが

ら仕事をされています。少しでも安心して働けるように支援や給与が上がるよう働き

かけを町から府に、そして国にお願いしたいです。(50代 女性)

・当町が置かれている状況とよく似た他の町を参考に、ヒントになる事例を研究・検討

していく。住人みんなでまちづくりに取り組んでいくことを柱として、人材を発掘し

ていく。(60 代 男性)

・とにかく先に述べたことと重複するが、観光も含め、町民にも働きかけて町の活性化

するために思い切った政策で取り組んでほしい。外来の人達が、また、与謝野にこよ

うと思われる様な町ができたらいいな。本庁建設の資金を廻してください！(70 代

男性)

・３町の合併に伴う町政の広域化と住民ニーズの多様化にあって、職員一人のもつ仕事

量が増大しているように思う。そのことは、日本各地で見られる震災、豪雨などの災

害、コロナ感染症対策など、急を要する出来事に即対応することが困難である。職員

を減らしてできないことをできるように住民に言うのは止めてほしい。人を減らせば

できないことは○○と、きちんと言ってほしい。そのうえで、住民の納得の上で、人

を減らしてほしい。それができないなら、人減らしは止めて、安心安全な町づくりを

してほしい。コロナ対応で、このことは明らかになったことです。私はむしろ、職員

を増やすべきと考えます。そうして町づくりを進めていきいましょう。(60代 男性)

・職員数が減少し、職務内容も複雑化する中、大変でしょうが、職員の皆様の懇切丁寧

な対応をお願いします。特に顔の見えない電話対応には心遣いをお願いします。(60

代 女性)

・伝統産業があり、自然が豊か（大江山等）、歴史がある（古墳等）、これらは一朝一夕

にできたものではない。これらを維持・発展さすのが我々の使命なのではと思う。そ

のためには、それに見合う構想力が必要である。そのためには、他市、町と連繁して

いくことも必要となるのではないか。ちりめん産業、歴史的史跡等は他市町との連携

で深味のある発展ができるのではないか（長期的に古墳、史跡を整備していく）。基

礎体力の充実が必要である。虚弱体質の上に上塗りをしても虚しいものになる。(70

代 男性)

・若い世帯の住みやすい町づくりをお願いします。(70 代 男性)

・我が町を良くしていこうという積極的な行動は、残念ながらおこしていない。多少の

ボランティアはさせてもらっているが、それは自分の楽しみだけかもしれない。年を

とっても、できるだけ周りに迷惑をかけない様に（お手伝いはお願いします）気力と

体力をたくわえて高齢社会を乗り切りたいものですね。よろしくお願いします。(60

代 女性)

・防犯、治安に対する不安があります。防犯モニターなど設置していただきたいです。
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(60 代 女性)

・住民同士の顔が見える与謝野のよさをいかし、安心して暮らせるまちづくりに向けて、

工夫とやさしさをもって進めていく。町の職員自身が「こうしたい」という思いを持

ち、主人公になっていくことが大切だと思います。(50代 女性)

・与謝野町はすてきな町ですね。コロナによる事業者も大変で予約のキャンセルが続い

ているようです。コロナに一人ひとりがまだ気をつけたいです。(70代 女性)

・子育て支援の充実。老後を豊かに生きるためにも、気軽に参加できる場（ゲートボー

ル、グラウンドゴルフ以外、昔の遊びなどできる場）。(60 代 女性)

・町民の視点に立った具体的な取り組みを期待したい（思い付きの施策ではないこと）。

(60 代 男性)

・若者が都会より与謝野で暮らしたい、そう思える町づくりをお願いします。コロナの

時、学童を開ける、学童は３密になっていませんでしたか。(50 代 男性)

・子供から大人までが仲良く暮らせる町づくりをお願いします。昔は（私が子供の時）、

近所のおじさんやおばさんがフルネームで呼んでくれたのに、今は隣の子供の名前も

知らないようではさみしい限りです。(80代以上 女性)

・過疎化が進む旧加悦町にも大型施設等誘致し、活性化をはかることをのぞみます（土

地活用）。旧加悦町役場にも食事できる場所を設置してはどうでしょうか？（ちりめ

ん街道へのリピーターを増やすため）(70代 女性)

・温江の山の家がきれいになって大勢の人達に喜んでもらえる所にあればうれしいで

す。ジビエも野生動物が少なくなってほしいと願っているのでうれしいです。健康の

ために玄米食を4～5年続けていますが、一番安くてよい方法だと思うので、町をあ

げて取り組まれてはいかがですか？普通の炊飯器で炊けます、やわらかくておいしい

です。(70 代 女性)

・人が色々と言われると「そうそう」と返事は言えても、文で書くことは難しくて思う

ように書けないです。(60 代 女性)

・与謝野町長は年齢が若いのに何事も決断力が的確で早くて良いです（他町に誇れま

す）。いつも応援してます。(70 代 男性)

・自然というのは唯草木の放置ではなく、手入れが必要だともいます。昔は木は燃料、

草は牛の食料であった時代はおのずと刈り上げられていたが、現在は山はみにくい程

しげみ放題で、176号線は車道わきの歩道は草が茂り歩けないし、田んぼのあぜも雑

草がしげり、与謝野町は汚いというイメージです。都会の孫も「チョー汚い」と言い

ます。旅行した時、滋賀県の近江は素晴らしい景色で、四国も３本の道路が開通して

からすごくきれいになりましたし、企画では、トンネルを抜けると但東町も整理され

ていると思います。横浜でもいつも車道と歩道の間の植え込みは常に手入れしていま

した。与謝野町はこんなに空気もよく、加悦谷は大江山に守られていると聞きます。

地域の充実は若者が住みたくなる環境が大事と思います。(80代以上 女性)
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・地域のイベントなど、情報が入りにくい時がある。一部の人だけでイベントを開催し

ているのでは・・・と思えるようなことがある。こちらが見落としていたこともある

と思いますが、もっと情報が伝わりやすい工夫をしてほしいと思うことがあります。

(50 代 女性)

・選挙活動から見直してはどうでしょう？①町民が問題や課題について考えられる広

報、情報提供。②町民へのアンケート（問題意識を引き出せる多様な質問事項を用意）。

③町民の声を整理（課題の洗い出し）。④立候補者が課題について自分はどのように

取り組みたいか（考え、プラン）、また人物像が引き出せるような心理アンケートの

回答、自由ＰＲも含め、それらをまとめた冊子を各戸配布。⑤選挙カー、スピーカー

廃止→町内放送の活用。⑥投票（ジャッジメントではなく、共に乗り越えるためのア

イディアを出し、プレイする方に議員になっていただきたい）(40 代 女性)

・新型ウイルスに加え、毎年のように発生する豪雨災害への対策を進めてもらいたい。

(40 代 男性)

・地方へのニーズが高まっているとの報道もありましたが、既にそれを見据えて多くの

地方自治体が取り組みを加速させておられる中、与謝野町はスピードや取り組み内容

に欠ける部分もあるように思っています。与謝野町と災害時相互応援協定を結ぶ岡山

県総社市では市長が矢面に立って多くの事業を率先的に行い、全国から脚光を浴びて

います。特に「総社デニムマスク」は、全国からも注目されるモデルケースとなる福

祉事業であり、素晴らしい取り組みとの評価も高いです。与謝野町は総社市と災害時

の協定だけでなく、まちづくりにおいても協定を結び、協働で事業を推進や意見交換

など連携を図ってほしいです。

町の情報発信については、町のホームページを軽く、アクセス集中にも耐えられるサ

ーバー増強を実施していただきたいです。今回の一件でも多くのアクセス集中により

情報取集できず、初動で混乱を招いた点は否めません。以前には、町の選挙の開票速

報でもページが表示できないことがありました。町のホームページは町の顔でありま

すので、しっかりとした対策を講じていただき、柔軟に緊急用ページに切り替えるな

どの対応をお願いしたいです。また、町は行政サイト以外にひらく織や織なす人など、

様々なサイトを運営・管理されてられますが、すべてを町の行政サイトに一元化し、

サイトごとの維持管理の経費を削減するとともに行政サイトに注力した情報発信を

していただきたいです。

イベントのあり方については、ひまわりフェスティバルの終了以降、町を代表するイ

ベントがなくなってしまいました。大江山登山マラソンについても台風や豪災害で開

催ができない年が相次いでおり、加悦ＳＬ広場の周年祭等関連イベントも加悦ＳＬ広

場の閉園で事実上の終了となってしまいました。今後は近隣市町と連携したイベント

開催を模索するのが一番ではないかと思います。イベントでなくとも町の魅力を体験

できるアクティビティを作っていただきたいです。ＳＵＰやヨガなどもありますが、
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京都丹後鉄道の与謝野駅を活用し鉄道を満喫できるアクティビティを企画していほ

しいです。以前、与謝野町主催で与謝野駅を活用した、丹鉄アクティビティを京都丹

後鉄道と協働でつくれることができれば、加悦ＳＬ広場に代わる与謝野町の鉄道によ

る観光政策になります。与謝野町は鉄道の町だからこそ、京都丹後鉄道との企画など

鉄道で与謝野町を盛り上げてほしです。

消防団活動や勧誘については若い団員の確保は非常に難し現状ではあるかと思いま

すが、操法大会への参加は見直してほしいです。大会に向けた訓練への負担は団員に

大きくのしかかるように思います。わたくしは消防団に加入していませんが、操法大

会や交友等での人づきあいのわずらわしさなど理由に仮に勧誘があっても加入した

いとは考えていません。地域によっては操法大会への不参加を表明している地域もあ

り、与謝野町は好成績を収めてられるようですが、今後を見据えると考えを改める時

期にきています。

生きづらさや働きづらさを感じている方への支援については、町の最重要な事項では

ないかと考えています。地域の住民に寄り添い、声を聴いていく取り組みや悩み相談

など推進し、全町民にあまねく、支援や支援に関する情報が行き届くようにしてほし

いです。また、福祉のまち与謝野町の中でも、民間の福祉法人に頼り切っている点も

あると考えています。民間である以上は経営難に陥る可能性もあり、もちろんその点

は町としては支援していくことは当然だと考えていますが、町としても独自に民間の

福祉法人並の高い福祉サービスの提供や臨床心理士や精神保健福祉士の配属など、切

磋琢磨していただきたいです。

住民の声を聴くための取り組みは以前「みらい会議」により行われていましたが、総

合計画の策定をもって終了してしまいました。現在も総合計画の審議会は実施されて

いるようですが、「みらい会議」の終了は、当時懸念していたことであり、残念なこ

とでした。住民の声を聴く姿勢というのは今回のまちづくりアンケートでも示されて

いるようには思いますが、足りない点も多く、また、町の事業についても不透明で分

かりづらいことが多いようにおもいます。決して、このアンケートだけで終わらせる

ことなく、常に町民との対話に重きを置き、しっかりと事業にいかし、取り組まれる

ことを切に願いします。
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Ⅲ アンケート用紙

65



66



67



68



69



70



発 行 者

与謝野町役場企画財政課

京都府与謝郡与謝野町字岩滝 1798番地 1

電 話 0772-43-9015

Ｆ Ａ Ｘ 0772-46-2851

E-Mai l kikakuzaisei@town.yosano.lg.jp

71


